
【教育】
　大学院理工学研究科のシステム理工学専攻必修科目「システム工学特別演習」、
共通科目「産学・地域連携PBL」において、2015年度より日本人学生及び留学生が
本プロジェクトに参加している。フィールドワークやさいたま市との協議を通して、
外国人観光客を増加させることを目的としたシステムの提案を行ってきた。2015
年度は多言語に対応するため、ピクトグラムにより観光資源や宿泊施設・飲食店な
どを地図上に表示し、外国人観光客にさいたま市内で寄り道をしてもらうスマート
フォンアプリの開発の構想、留学生へのアンケート結果を基にした、さいたま市観
光口コミサイトの提案、外国人に人気のあるイベント「 Photo Walk」開催中にイベ
ント外での空き時間を利用してもらうため、観光地及び、周辺施設を紹介する「観光
支援アプリケーション」の開発を行った。2016年度からは、プロジェクト7「低炭素
パーソナルモビリティと移動情報ネットワークサービスの開発」との合同プロジェク
トとして、コミュニティサイクルを利用した観光客増加のためのサービス構想を提
案している。2017年度はウェアラブル端末と携帯電話を用い、コミュニティサイク
ルを使って、地図を確認しなくても観光ができるシステムを提案した。

【研究】
　外国人の興味やニーズ分析のため、TripAdvisorとTwitterからのデータを利用
し、埼玉県やさいたま市の食や観光名所に関する口コミ分析を行っている。2015
年11月には観光情報学会研究発表会にて、さいたま市の観光名所に関する日本語
と英語の口コミの比較を行った成果を発表、2016年9月には国際会議The 4th 
International Conference on Servicelogyで、食に関して、TripAdvisorでトッ
プ20の飲食店の口コミ、Twitterでは、観光名所に関する英語での口コミを分析し
た成果を発表した。現在はTwitterでの埼玉県の各観光名所に関する英語の口コミ
を収集しており、その分析を行った結果を観光情報学会にて発表予定である。

【社会貢献】
　地域の観光産業における問題点や課題を明らかにするため、さいたま市商工観
光部観光国際課及び産業展開推進課の方々と議論を重ねている。授業や成果報告
の場にも足を運んでいただき、学生へのアドバイス、成果への評価もいただいてい
る。2015年度には茨城県の観光物産課国際観光推進室、JR東日本大宮支社への
ヒアリングも行った。2017年度はさいたま市産業展開推進課の方々に授業（中間
発表や最終発表）への参加およびCOCシンポジウムへも参加いただいた。
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本プロジェクトは大宮キャンパスが立地するさいたま市を中心に、訪日観光を促進するため観光資源の開発に向けて活動を行う。
2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて、日本政府は訪日観光客を4000万人、2030年には6000万人以
上とすることを目標とした取り組みを進めている。東日本への玄関となっているさいたま市は、2015年3月に北陸新幹線開業、
上野東京ラインの開業、2016年3月には北海道新幹線開業、更には2020年オリンピックの会場となり、これまで以上に外国人
観光客数の増加が見込まれている。2017年には世界盆栽大会がさいたま市で開催され、海外からも注目されることとなった。外
国人観光客をターゲットとしたグローカル拠点として機能することで、観光客誘致を図ることが可能となる。さいたま市における
インバウンドビジネス創出のための課題抽出を行い、解決方法の提案を行う。

C O C 活 動 の 成 果

プ ロ ジ ェ ク ト の 概 要

「インバウンドビジネスを創出する
グローバル・ローカリゼーション」プロジェクト

P R O J E C T 14

ウェアラブル端末によるコミュニティサイクルを
利用した、地図を確認しなくても観光ができるシ
ステムを提案

コミュニティサイクルの認知度の向上のためのシ
ステムを開発。走行距離のランキングに応じて、
上位者に商品を発送する

さいたま市役所でのヒアリング
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観光支援アプリを使いイベントの空き時間を有効活用する

逆ジャンル案内：ラーメン店を多く訪れていたので次はスウィーツ店を推薦する

主 な ト ピ ッ ク ス

2017年度連携エリア さいたま市

効率の良い観光ができるツールの提案

　外国人観光客の口コミにより観光施設や飲食店、宿泊施
設などがどのように評価されているかを知ることは重要で
あるが、日本人の口コミ評価を分析して、日本人の視点で
その観光施設などがどのように評価されているかをひとつ
の情報として外国人観光客へ与えることも観光地の魅力を
広めるために必要である。本プロジェクトでは、さいたま
市内の飲食店に関する口コミを分析し、日本語の口コミと
外国語（本プロジェクトで扱ったのは英語）の口コミを別々
に分析した。さいたま市ではラーメン店への口コミが多く、
その口コミはほとんどが日本語であった。店舗評価１～５
とそれぞれの評価における口コミを分析した。これらラー
メン店への口コミ分析から考察できることは、店舗評価が
高い口コミからラーメンの楽しみ方やお店の環境に関する
情報がわかり、それらは外国人観光客へそのジャンルの食
べ物をお勧めするときの日本人から見た魅力という有用な
情報となるということである。

口コミ評価の有効活用

　大学院理工学研究科のシステム理工学専攻必修科目「シス
テム工学特別演習」、共通科目「産学・地域連携PBL」におい
て、プロジェクト参加学生は、ユーザーによって作られる自由
度の高い観光マップや、好みの反映、時間の有効活用などを
可能にする、フレキシブルに対応できるアプリを開発し、さま
ざまな観光案内サポートの提案を行ってきた。

　2015年度前期には、魅力的な場所を発掘するため、ユー
ザーが地図を編集でき、その情報がデータベースに蓄積され
るアプリの開発を行った。このシステムは多言語に対応するた
め、ピクトグラムにより観光資源や宿泊施設・飲食店などを地
図上に表示する。
外国人観光客に
さいたま市内で
飲食をしてもらっ
たり買い物をして
もらうことを促進
するため、次の観
光目的地に到着
するまでにやりた
いことを反映した

「寄り道」を提案
する経路案内シ
ステムである。

　2015年度後期は、さいたま市内の魅力を歩いて発見しても
らうための「Photo Walk」というイベントの提案と共に、イ
ベントの前後での空き時間を有効活用した観光を促進するシ

ステムを提案した。観光地だけでなく周辺施設での食事や買
い物もサポートする「観光支援アプリケーション」は、目的地
までの移動手段を容易に検索することができ、所要時間を最
優先に考慮して観光や食事、買い物ができる施設を紹介し、
ユーザーのニーズに合わせた独自の観光ルートを作成するこ
とができる。

　2017年度後期は、さいたま市が事業を行っているコミュ
ニティサイクルの利用用途が通勤・通学が主なため、休日の
観光利用を活発化させるため、地図やスマホを見ずに自転車
に乗りながら観光ができるシステムの開発を行った。ウェア
ラブル端末を用いて振動と音声で道案内をし、さらに訪れた
場所や施設の評価の投稿や施設の情報をユーザーが編集でき
るといった機能もある。ユーザーが訪れた場所（たとえば飲食
店）の履歴を元に、距離なども考慮しながら次は別のジャンル
を推薦するという、ユーザー向けのカスタマイズもできるシ
ステムとなっている。

観光地のみならず、飲食店や買い物といった新たな
魅力を発見してもらうための寄り道促進システム

さいたま市内の飲食店に関する口コミ件数（日本語・外国語）
とラーメン店への口コミ分析
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